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買って住みたい街・借りて住みたい街ランキングの変遷が物語るモノ
イメージの良さ、便利さ、暮らしやすさなどを天秤にかける現代人①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【出席者＝本紙編集部一同】

司会者　それはいい指摘だね。別の言い方をすれば、
昔からいい住宅地とされていた街でも、最寄り駅の人
気はそれほどでもないということが、ランキングに反
映することもあるわけだ。
記者Ａ　それはあるでしょう。たとえば一昔前までな
ら考えられなかったと思いますが、買って住みたい街
の上位常連だった恵比寿が 7 ランクダウンして今回は
9 位に甘んじています。
　同じく借りて住みたい街ランキングでは、かつての
上位常連組の三軒茶屋が 10 ランクダウンの 16 位に下
落しています。
司会者　なるほどなぁ。半面、あまりにも定番の高級
住宅地で地価も高そうな白銀高輪が、買って住みたい
街で 17 ランクアップの 2 位に浮上している。同様に
目黒も 13 ランクアップの 8 位だよね。これらの街が
急に地価を下げたわけじゃないだろうし、不思議な感
じがする。
記者Ｄ　目黒や白銀高輪などは、交通の便の良さは以
前からのことで、何かが大きく変わったという印象は
ありませんしね。
記者Ｂ　逆にいえば、橋本や千葉、平塚などがジャン
プアップするのは、理解しやすい。都内より地価が安
くて、交通至便で、最近は駅周辺の再開発が進んで買
い物もしやすくなったというような、分かりやすい理
由がいくつもあるからね。
司会者　牛込柳町の 191 ランクアップというのは、凄
いねぇ（笑）。前回は圏外もいいとこだっただろうに。
記者Ａ　そうですね。しかし、牛込柳町は人気の神楽
坂に近くて、なおかつ、ちょっと外れるので神楽坂界
隈にしては地価に割安感があるということなのかもし
れません。神楽坂に住んでいるというふうに、周囲に
いってもバチは当たらない距離ということかも !?

☆上下動が激しい住みたい街ランキングの読み方
司会者　本紙巻頭コラム「白紙余談」でも 3 週前に紹
介していたけど、LIFULL HOMES が 2 月 9 日付けで
発表した「買って住みたい街（最寄り駅）ランキング
2021 年販」と「借りて住みたい街（最寄り駅）ランキ
ング 2021 年販」があちこちで話題になっているね。
記者Ｃ　そうですね。けっこう、いろいろなサイトや
新聞などでも引用されていました。それだけ大きな話
題になったのは、都内の人気住宅地のなかに、本厚木

（買って住みたい街 3 位、借りて住みたい街 1 位）や
八王子（買って住みたい街 6 位、借りて住みたい街 4
位）、柏（買って住みたい街 7 位、借りて住みたい街 9
位）、大宮（買って住みたい街 15 位、借りて住みたい
街 2 位）など、近郊の街が上位にランキングされてい
たからでしょう。
記者Ａ　そういう面を意識しつつ、急激にランキング
を上げた街をみると、買って住みたい街では今回 2 位
の白銀高輪（17 ランクアップ）、8 位の目黒（13 ラン
クアップ）、11 位の橋本（31 ランクアップ）、13 位の
千葉（49 ランクアップ）、14 位の平塚（25 ランクアッ
プ）、16 位の朝霞（13 ランクアップ）、19 位の牛込柳
町（191 ランクアップ）の躍進ぶりが、とても目立っ
ています。
記者Ｄ　同様に、借りて住んでみたい街ランキングだ
と、17 位の川口が 15 ランクアップしているのが目立
ちますよね。買って住みたい街はジャンプアップした
街がたくさんあるのに対し、借りて住みたい街は、上
位 20 位までを見る限り、川口しかないのが、面白い。
記者Ｂ　ただ、いずれのランキングも「街そのもの」
のランキングというより、「街の最寄り駅」のランキ
ングだということは、留意する必要がありそうだね。
最寄り駅と住宅地は表裏一体ではあるのだけど。
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子育て支援とか教育支援とか、行政全体の住民サービ
スなんかも、人気の大事な要素になってくるかもしれ
ないな。
記者Ｃ　なるほどなぁ。確かにそうかもしれないね。
仕事のための便利さも大事だけど、より大きく、長い
目でみた、いろいろな意味での暮らしやすさだったり、
行政サービスの質の良し悪しだったり、そんなことな
どが問題になってくるのかも。
記者Ｂ　少子高齢化や人口減少がさらに進んでいくこ
れからの時代は、どういう基準で暮らしたい街をみつ
けていくのかという、消費者の心理を読んでいくこと
も、これからのデベロッパーにはより一層、重要になっ
てくるかもしれません。
記者Ａ　それはたとえば、人口減少が税収にもろに響
いてくる地方自治体のまちづくりの在り方を勉強する
といいかもしれない。そういうまちでは、みんな必死
になって、子育て世代に引っ越してきてもらう方策を
常に考えていますから。
司会者　そうだね。そういう視点はとても重要だ。
記者Ｄ　人口減少が急な自治体は、人口が減って生じ
た空き家を逆に地域資源として、そこを格安の住まい
にリニューアルして外から人を呼ぼうとする政策を立
てているところが、実際多いですしね。
司会者　そういう意味では、これからの時代、若者た
ちの目は、いま以上に地方都市にシフトしていくこと
も考えられるよな。とくに新型コロナ騒動以後、在宅
勤務が増えたり、リモートでやれる仕事が増えたりし
ているから、首都圏を離れたところで暮らしても支障
がないというケースも増えている。
記者Ｂ　人気ランキングには載っていない地方都市で
も、魅力的なところは多いですし。
記者Ａ　たとえば庭の広さが 100 坪以上もある古民家
が月に数万円で借りられるケースも珍しくないようで
すから、都会にこだわらない人は、地方に目が向いて
も不思議でない。
司会者　問題は就労の場をどう確保するかということ
だけどね。何でもリモートワークでできる仕事ばかり
じゃないからね。（以下、次号に続く）

☆少子高齢化・人口減少の時代ならではの視点
司会者　なるほど、それはいえているかも、な。デベ
ロッパーの人たちに聞けば、そういったこともみな、
一応納得できる回答が返ってくるのかもしれない。だ
けど、最近のランキングの変動の早さは、デベロッパー
でもちょっと理解不能のところがあるかもしれない
ね、目まぐるしすぎて（笑）。
記者Ｂ　そうでしょうね。たとえば 2 年前、つまり
2019 年版のランキングをみてみると、今回、買って住
みたい街で 13 ランクアップの 8 位になった目黒は、
2019 年は 1 位なんです。ということは、2020 年は 21
位に転落している（笑）。それが今回（2021 年）で再び、
上位に返り咲いた。目まぐるしい展開です。
記者Ｃ　そういう意味では、借りて住みたい街ランキ
ングで 2017 年～ 2020 まで 4 年連続で 1 位だった池袋
が、今回の 2021 年販では 4 位にダウンしています。
これから先の波乱の予兆を感じさせますよね（笑）。
記者Ａ　恵比寿も波瀾万丈です（笑）。2018 年版では
買って住みたい街ランキングで 13 位に落ちていたの
が、2019 年販では 3 位に返り咲き、2020 年版では 2
位になり、2021 年版ではまた 9 位に落ちている。
　それから借りて住んでみたい街ランキングの上位常
連だった三軒茶屋の話が先ほど出ましたが、2018 年版
では 6 位だったのが、2019 年版では 9 位、2020 年版
では6位に復帰し、2021年版では16位に下落している。
司会者　だから最寄り駅というような、条件が 1 年ご
とに変わる可能性がある括りでランキングしたもの
は、今現在の人気を測るバロメーターとしてはいいけ
ど、あまり一喜一憂しても仕方ないのかもしれないね。
記者Ｄ　そういう意味では、行政区（市・区・町など）
ごとの人気ランキングなども、併せてみたほうがいい
かもしれません。たとえば行政区別でいくと、同じ
LIFULL のランキングでも、東京では世田谷区や中央
区、杉並区などが非常に安定した人気を保っています。
近郊の都市でいえば、船橋市とか八王子市、川口市と
か市川市などですよね。
記者Ａ　行政区となると、買って住みたいと思う人は
駅前の賑わいなどもさることながら、子育て世代だと
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